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共同研究調査  *は発表又は掲載の時点で退職者

テーマ：高齢者等の移動手段確保方策に関する研究調査
〇書籍

執筆者 タイトル 出版社 年月
鎌田 実

（東京大学名誉教授）
宿利 正史（会長）

移動困窮社会にならないために：新しいモ
ビリティサービスへの大転換によるマイカ
ーへの過度の依存からの脱却

時事通信出版局 2024年４月

テーマ：今後の東京圏を支える鉄道のあり方に関する研究調査
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
石部 雅士*（前研究員）
園田 薫（研究員）
土屋 貴佳
久銘次 美奈江
伊東 誠（特任研究員）
森地 茂（研究アドバイザー）

生活関連サービス等が居住地選択に与え
る影響に関する研究

第69回土木計画学研究発表会（春大会）
（北海道大学）

2024年５月

稲本 里美（前研究員）
小森谷 隆*（前研究員）
牧村 雄
坂下 文規
佐竹 日向子
伊東 誠（特任研究員）
森地 茂（研究アドバイザー）

コロナ禍における産業別・都県別テレワー
クの実施状況の差異が東京圏の鉄道需要
に及ぼす影響

第69回土木計画学研究発表会（春大会）
（北海道大学）

2024年５月

○投稿論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
ホー シー クォック

（研究員）
ベトナムにおけるホーチミン市都市鉄道１
号：開業への困難な道のり

運輸と経済2024年７月号 2024年７月

テーマ：“人と多様なモビリティが共生する安全で心ときめくゆっくりを軸としたまちづくり” に関する研究調査

〇学会発表等
発表者 タイトル 学会名等 年月

三重野 真代
（客員研究員）

気候変動にあわせて、交通はどう変わって
いくべきか ～海外の事例を参考に～

杉並区 第２回気候区民会議 2024年４月

三重野 真代
（客員研究員）

低速小型 EV “グリスロ” で創る地域の未
来～笑顔が溢れる持続可能な健康で豊か
な街づくりへの貢献を目指して～

自治体・公共WeeK2024 2024年６月

三重野 真代
（客員研究員）

新しいモビリティや移動サービスによるま
ちづくり

第19回日本モビリティ・マネジメント会議
（JCOMM）

2024年８月

三重野 真代
（客員研究員）

奥入瀬の観光とモビリティ－野外博物館構
想の実現に向けて－「グリスロで描く、持
続可能な観光と奥入瀬の未来」

第３回奥入瀬アカデミー 2024年９月

三重野 真代
（客員研究員）

脱炭素を通じて心ときめく、ゆっくりを軸と
したまちづくりの実現に向けて

茅ヶ崎市 脱炭素ちがさき市民会議 2024年９月

論文掲載・学会発表等	 （2024年４月～2024年９月）
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テーマ：交通機関の脱炭素化が交通産業に及ぼす影響と対応方策に関する研究調査
〇投稿論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
小御門 和馬

（研究員）
交通脱炭素セミナー「脱炭素のカギは『水
素』～交通分野の脱炭素化に向けて～」
の報告

交通公論 2024年５月

テーマ：海運及び航空を含む交通分野のカーボンニュートラルに向けた水素の活用方策に関する研究調査
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
小御門 和馬

（研究員）
我が国の交通分野の脱炭素化に向けた燃
料転換及び水素利用

福島県再生可能エネルギー関連産業推進
研究会

2024年６月

小御門 和馬
（研究員）

航空分野におけるCO2 削減の活動（原文
は英語）

第27回国際航空輸送学会（ATRS） 2024年７月

小御門 和馬
（研究員）

日本の交通分野の脱炭素化・交通分野の
水素利用に関する研究調査（原文は英語）

クィーンズランド州水素航空機セミナー 2024年８月

個人研究調査  *は発表又は掲載の時点で退職者

テーマ：空港エアサイドの太陽光発電と駐車EVを利用した空港の余剰電力管理の可能性
○学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
屋井 鉄雄（所長） 空港エアサイドの太陽光発電と駐車EVを

利用した空港の余剰電力管理の可能性（原
文は英文）

第27回国際航空輸送学会（ATRS） 2024年６月

テーマ：アジアのオートバイ都市の変質？台湾・台北メトロが交通行動に及ぼす影響評価
○投稿論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
邱 秉瑜（研究員） オートバイ都市における交通イノベーショ

ンとそれに対する政策～台湾・台北都市圏
の電動スクーターシェアリングの事例～

運輸と経済2024年４月号 2024年４月

テーマ：新幹線は日本の地域労働市場にどのような影響を与えたか？計量経済学的な分析
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
邱 秉瑜（研究員） 新幹線は日本の地域労働市場にどのような

影響を与えたか？計量経済学的な分析（原
文は英語）

第35回国際地理学会議（IGC） 2024年８月

テーマ：過疎地域における公共交通存続の正当性に関する研究：ソーシャルキャピタルの視点から
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
覃 子懿（研究員） 小型公共交通がソーシャルキャピタルの醸

成に与える影響：グリーンスローモビリティ
を例に（原文は英語）

Thredbo18 2024年９月
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テーマ：新型コロナウィルス感染症による航空業界への影響とその対応策
〇学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
藤村 修一

（特任研究員）
コロナ後の時代における航空事業者の合
併と資本提携（原文は英語）

第27回国際航空輸送学会（ATRS） 2024年６月

テーマ：ASEANの航空事業者戦略
○学会発表等

発表者 タイトル 学会名等 年月
山下 幸男

（特任研究員）
コロナ禍の時期に航空事業者のビジネス構
造に何が起こったか？（原文は英語）

第27回国際航空輸送学会（ATRS） 2024年６月

その他  *は発表又は掲載の時点で退職者

○寄稿論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
大井 尚司

（客員研究員）
交通事業の特徴と規制—乗合バス事業の
規制緩和を中心に

運輸と経済2024年４月号 2024年４月

岡部 朗人*
（JITTI前研究員）

米国の都市鉄道の運営スキーム 運輸と経済2024年６月号 2024年６月

南 裕輔*
（AIRO前研究員）

東南アジア・南アジアにおける高速鉄道整
備の事業スキームに関する研究調査

運輸と経済2024年６月号 2024年６月

髙島 稔
（AIRO研究員）

ASEANにおけるニーズや課題を踏まえた
持続可能な物流の確保に係る研究調査

運輸と経済2024年8月号 2024年８月

金山 洋一
（主席研究員・研究統括）

鉄道が造る国の未来～地方を持続可能に
するにはパラダイムシフトが必要～

學士會会報2024年９月号 2024年９月

小松 大祐
（JITTI研究員）

新たな海洋安全保障環境下における海上
保安能力向上支援方策の具体化に関する
調査研究

運輸と経済2024年９月号 2024年９月

○査読論文

発表者 タイトル 掲載誌 年月
マハルジャン ラジャリ

（前研究員）
情報提供が日本の住民と外国人観光客の
津波避難行動に与える影響（原文は英語）

Transport Policy 2024年９月

○学会発表

発表者 タイトル 学会名等 年月
邱 秉瑜（研究員） 電気自動車の充電：日本の国と地方の政策

の事例研究（原文は英語）
国際交通フォーラム（ITF）交通大臣会合
2024

2024年５月
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